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②
場
所
の
提
供

　

 　
打
ち
合
わ
せ
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
、
交

流
ス
ペ
ー
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。「
ト

レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
使
っ
て
団
体
間
の

情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。
※
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

③
情
報
の
収
集
・
発
信

　

 　

市
内
の
活
動
団
体
の
情
報
を
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

チ
ラ
シ
を
配
架
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を

貼
る
こ
と
で
、
団
体
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま

す
。
市
や
県
の
助
成
金
・
研
修
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
も
確
認
で
き
ま
す
。

④
研
修
や
講
習
会
の
開
催

　

 　
市
民
や
団
体
向
け
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

⑤
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
情
報
誌
の
発
行

　

 　
お
知
ら
せ
や
耳
寄
り
情
報
を
掲
載
し

た
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
通
信
」
を
発

行
し
ま
す
。

　
ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

市
民
活
動
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。
既
に
活
動
し
て
い
る
方
も
こ
れ
か

ら
何
か
を
始
め
た
い
方
も
、
ま
ず
は
一

度
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
好
き
な
こ
と
を
共
有
で
き
る
仲
間
が

欲
し
い
」「
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
を

抱
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
核
家
族
化
・
高
齢

化
が
進
む
中
、
地
域
の
絆
を
よ
り
一
層
強

く
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要

で
す
。

市
民
活
動
は
正
確
に
は
市
民
公
益
活

動
と
い
い
、
社
会
の
た
め
、
人
の
た
め

に
行
う
活
動
を
い
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
市
民
公
益
活
動
登

録
団
体
を
合
わ
せ
て
49
の
団
体
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
文
化
芸
術
活
動
を
通
し
て

地
域
の
人
と
交
流
し
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

で
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
こ
う
と
す
る
団

体
や
観
光
資
源
を
生
か
し
た
行
田
の
に

ぎ
わ
い
の
創
造
・
活
性
化
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
団
体
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
、
好
き
な
こ
と
を
発
信

し
、
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
最
初
は
誰

か
の
た
め
に
始
め
な
く
て
も
、
活
動
を
続

け
る
中
で
誰
か
に
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
そ
の
活
動
は
公
益
活
動
で
す
。
ま

ず
は
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
、
始
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
活
動
を
始
め
る
に
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
」「
興
味
の
あ
る

団
体
に
入
る
」「
団
体
を
設
立
す
る
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
団
体
の
交
流
促
進
の
場
、
現
在

活
動
し
て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら
活
動
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
の
拠
点
と
し
て
、
昨

年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
次
の
よ
う
な
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
市
民
活
動
に
関
す
る
相
談
業
務

　

 　
活
動
を
始
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や

組
織
運
営
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
が
で

き
ま
す
。

▶ 問い合わせ　地域づくり支援課協働推進担当（内線253）

魅力あふれるまちづくりを、住民自らで行う「市民活動」。
「興味はあるけど、どうやって活動したらいいのか分からない」、「もっと活動規模
を大きくしたい」。そんな悩みを抱えていませんか。今月は、市民活動の心強い
パートナーである「市民活動サポートセンター」を紹介します。

あなたの思いが、まちを変える
市民活動サポートセンターを利用しませんか

市民活動講演会

思
い
と
思
い
を
つ
な
ぐ
場
所

「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
ま
す

セ
ン
タ
ー
か
ら
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

3

資料がズラリと並ぶ情報コーナー

　私たちは、市内を中心に障害を持っている方が地域で
自立して生活できるように日中活動やヘルパー派遣など
を通じて支援しています。
　平成26年11月には市から「市民活動やる気応援助成
金」を受け、「忍町アートギャラリー」を開催しました。市
民活動サポートセンターでは、このような助成制度につ
いてもアドバイスをしてくれます。また、これまで単独で
活動してきた人たちがサポートセンターを通じて知り合う
ことで、他の団体とのつながりが生まれるきっかけにな
ることも期待しています。

　普段は川越で、きもの文化を次代に伝えるＮＰＯ活動を行っ
ています。
　県では、平成26年度から「共助の取組マッチング事業」を実施
しています。この事業は、私たち「共助仕掛人」が地域の課題解
決を図ろうとするＮＰＯや自治会へ、社会貢献したい専門家と助
成金などの活動資金をつなぎ、市民活動を支援するものです。
　市民活動サポートセンターには、市民活動に精通したコーディ
ネーターが常駐していると聞いています。「自分たちのまちを自
分たちで楽しくする」という市民活動の出会いの場として活用さ
れることを願います。

　何かを始めたいと考えている方のきっかけづくりのため、子育てに困っていた講師がコミュニ
ティカフェの運営や人との出会い、お金の話などを通じ学んだことをもとに講演を行います。
▶日 時　3月17日㈭午後2時～ 3時30分
▶場 所　コミュニティセンターみずしろ1階ギャラリー
▶講 師　新井純子さん（あれあれあ代表）
▶定 員　30人
▶参 加 費　無料
▶申し込み　3月8日㈫までに直接または電話で市民活動サポートセンター
  ※託児の申し込み（2歳以上の未就学児）も受け付けます。

つながりが生まれる
きっかけに

インタビュー

自分たちのまちを
自分たちで楽しくする

ヘルシーカフェのら なう。～子育て・個育て・自分育て～

▶開所時間　午前9時～午後5時
▶開 所 日　 月・火・木～土曜日（コミュニティセンター

みずしろの休館日および日曜日を除く）
▶場 所　 コミュニティーセンターみずしろ内（本丸5

―10）
▶電話番号・ＦＡＸ　598―8616
▶Ｅメール　gyodashi-saposen@bz04.plala.ne.jp

市民活動について相談するならココ！

石橋和夫さん
（ＮＰＯ法人ＣＩＬひこうせん
広報担当）

藤井美登利さん
（埼玉県県民生活部共助社会づくり課
共助仕掛人）

施 設 案 内


